
 

（第２号様式）   
令和４年４月１日  

神奈川県教育委員会教育長 殿 
県立神奈川工業高等学校（全日制）  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 
 

 視点 
４年間の目標 

（令和３年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 
学習指導 

①工業に関する
専門教科・科
目を中心に、
理数教育及び
外国語教育の
充実に注力し
た教育課程編
成を行う。 

 
②グローバルコ
ミュニケーシ
ョン能力育成
のための教育
のさらなる検
討を行う。 

 
③創造的な問題
解決力を育成
するために、
生徒が主体と
なる双方向授
業を展開す
る。 

 
④実践的・体験
的学習を重視
して、自ら課
題を発見し解
決するための
力を育む授業
改善を実施す
る。 

 
 
 

①新教育課程編
成表の２年目の
導入を見据え
て、各教科で使
用する教材等の
充実を図る。 
①新教育課程の
科目における
「単元の指導計
画」を作成し、
生徒の教育の充
実を図る。 
 
②外部講師によ
る英語講習に加
えて、スタディ
サプリによる英
語学習の充実化
を図る。 
           
③④スタディサ
プリの導入にあ
たり教科・グル
ープと連携しタ
ブレットの活用
も含め、校内全
体での活用を検
討する。 
③④新教育課程
に対応した２年
生課題研究の内
容を検討する。 

①生徒に身に付
け さ せ た い 資
質・能力の育成
に 繋 が る 教 科
書・副教材を選
定する。 
①新教育課程に
おける令和４年
度 開 講 科 目 の
「単元の指導計
画」の作成を促
し、授業が円滑
に行えるように
管理する。 
 
②スタディサプ
リの活用支援お
よび外部講師に
よる英語講習と
の住み分けを考
える。 
 
③④スタディサ
プリ配信週間を
実施すると共に
各科目の年間指
導計画にも組み
込むことで活用
の定着を図る。 
③④２学年課題
研究に企業と連
携した人材育成
プログラムの導
入する計画を立
てる。 

① 適 切 な 教 科
書・副教材を選
定できたか。 
①新教育課程に
おける開講科目
の「単元の指導
計画」の作成が
できたか。 
 
②独自の実用英
語技能検定試験
への勉強マップ
を作成する。          
 
③④各教科の各
学期においてス
タディサプリの
配 信 が で き た
か。また生徒全
員がスタディサ
プリを活用し学
習することがで
きたか。   
③④新カリキュ
ラムに対応した
内容で、企業と
連携した計画を
作成できたか。       
 

     

２ 
(幼児・児童・) 
生徒指導・支援 

①多様性を理解
し、来たる国
際社会の一員
として活躍で
きる人間性の
育成を図る。 

 
②リーダーシッ
プや協働意識
を養い、生徒
の人間性の育
成を図る。 

 
 

①計画的に講演
会を配置し、
自他の違いを
理解して他人
を尊重できる
人格を育て
る。 

②学習活動や
様々な行事の中
で、仲間を尊重
し合い、誰もが
安心安全な学校
生活を保障でき
るよう、個に応
じた支援体制を
充実させる。 
 

①3年間を見通し
た 講 演 会 の 配
置。 
 
②年間を通じた
計画的な基本的
な生活習慣指導
の実践。 
 
②全職員による
指導・支援体制
の構築。 
 
②効果的な支援
情 報 の 共 有 体
制。 
 

①効果的に講演
会を実施でき
たか。 

 
②生活習慣指導
を計画的に実
施できたか。 

 
②指導・支援体
制の構築がで
きたか。 

 
②情報の共有の
が効果的にで
きたか。 

     



 

 視点 
４年間の目標 

（令和３年度策定） 
１年間の目標 

取組の内容 校内評価 学校関係者評価 

（ 月 日実施） 

総合評価（ 月 日実施） 

具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

生徒のキャリア
発達を、正しい
勤労観や職業観
に基づく進学す
る意味や就職す
る意味につい
て、十分に理解
した段階まで引
き上げる。 
 
 
 

①生徒のキャリ
ア発達の醸成を
家庭からも促す
体制を整えて、
家庭と学校が連
携して生徒のキ
ャリア発達を支
援していえるよ
うにする。 

①保護者の進路
に対する意識を
醸 成 す る た め
に、ＰＴＡと連
携して各学年保
護者対象の進路
指導説明会を実
施する。 

①各学年保護者
対象の進路指導
説明会を実施で
きたか。 

     

４ 地域等との協働 

①各種連携や地
域との協働を 
通した生徒の
創造的な問題
解決力を養
う。 

 
②専門高校の教
育内容や理工
系進路におい
ての他学科に
対する優位性
を地域や中学
生に理解して
もらう。 

 
 
 

①中学生の SNS
の利用状況の
調査し、その
結果を反映し
た広報活動を
企画・実践す
る。 

 
②本校 Web ペー
ジの進路に関
する部分の充
実を図る。 

  
  
  

①１年生対象の
アンケートに
SNS利用の項目
をあたらに追
加し結果をま
とめる。 

 
②工業系専門高
校からの進学
は他学科に対
して優位であ
る事を示すた
めに進学に特
化したページ
を作成する。 

①アンケート結
果から効果的
かつ継続的に
広報活動を行
うことができ
たかを閲覧数
やフォロワー
の増加数で検
証する。 

 
②進学に特化し
たページを作
成する事がで
き た か ど う
か。 

     

５ 
学校管理 
学校運営 

①創造的な問題
発見・解決能
力及び先端技
術活用力を養
う教育活動の
ための環境に
ついて、より
一層充実させ
る。 

 
②生徒と向き合
う時間を確保
するために、
組織的な学校
運営と校務の
効率化を図
る。 

①ICT 機器を活
用した教育活
動を実施でき
る環境整備を
継続して行
う。 

 
②校務の効率化
を図るためオ
ンライン会議
等の活用を推
進するが、職
員間のコミュ
ニケーション
低下とならな
いよう改善を
図る。 

 
 
 

①新入生及び新
着任者等、本
校 ICT 環境に
不慣れな者へ
のネットワー
ク接続、及び
端末使用方法
等のサポート
を行う。 

 
②オンライン会
議におけるコ
ミュニケーシ
ョンツールの
積極活用を行
う。 

①タブレット端
末の円滑なネ
ットワーク接
続、及び管理
体制の構築。
端末使用方法
のマニュアル
を作成し発信
できたか。 

 
②コミュニケー
ションツール
の使用方法等
発信し、会議
中に職員間で
活発にそれを
利用すること
ができたか。 

     

 

 


